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会議の名称 第５回茨木市水道・下水道事業審議会 

開催日時 平成 31 年２月 1５日（金） 

  （午前・午後）１ 時 00 分  開会 

  （午前・午後）１ 時 20 分  閉会 

開催場所 福祉文化会館 203 号室 

議  長 仲上 健一 

出 席 者 仲上 健一 

【以上、学識経験者 １名】 

宮内 潔、西川 幸一 

【以上、事業関係者 ２名】 

八木 香織、佐名川 玲子 

【以上、利用者団体から推薦された者 ２名】 

柴田 桂 

【以上、公募市民 １名】 

【６名】 

欠 席 者 岡崎 利美、久保田 道孝 

【以上、学識経験者 １名、公募市民 １名】 

事務局職員 福岡市長、大塚副市長、福岡水道事業管理者職務代理者水道部長 

吉備水道部次長、池田水道部副理事兼営業課長、 

野口水道部副理事兼浄水課長、松本水道部総務課長、 

酒巻水道部工務課長、杉林水道部総務課参事兼企画係長、 

前田水道部総務課総務係長、 

水道部総務課企画係職員（２名） 

田邊建設部次長兼下水道総務課長、 

藤岡建設部下水道施設課長、中田建設部下水道総務課参事、 

吉村建設部下水道総務課長代理兼計画係長、 

渡邉建設部下水道総務課総務係長、 

建設部下水道総務課総務係職員（１名）         【18 名】 

開催形態 公開 

議題（案件） (1) 茨木市水道・下水道等事業経営戦略の策定について答申 

(2) その他 

配布資料 (配布資料) 

会議次第 

茨木市水道・下水道等事業経営戦略の策定について（答申） 

水道事業経営戦略（案） 

下水道等事業経営戦略（案） 
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会  議  録 

議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

（開会） 

松本課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲上会長 

 

松本課長 

 

福岡市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本課長 

 

 

 

 

仲上会長 

 

ただいまから第５回茨木市水道・下水道事業審議会を開催させていただきます。 

本日の審議会委員の出席状況についてご報告申し上げます。 

委員総数８名のうち出席者６名で、過半数の委員のご出席をいただいておりま

すので、茨木市水道・下水道事業審議会規則第６条第２項により、本審議会は成

立いたしております。 

なお、本審議会は公開としております。本日の傍聴者は、１名おられます。 

本審議会につきましては、当初は第１回審議会を昨年６月 26 日に開催を予定し

ておりましたが、大阪北部地震等の影響のため、開催を２か月延期させていただ

き、８月 24日に市長から諮問し、その後、茨木市水道・下水道等事業経営戦略の

策定について計４回にわたり、ご議論いただいております。前回の審議会におき

まして、そのとりまとめが終わり、答申案が決議されましたので、本日答申をい

ただきたいと思います。 

それでは、仲上会長から福岡市長へ答申をお願いいたします。 

 

（「茨木市水道・下水道等事業経営戦略の策定について（答申）」の読み上げ） 

 

それでは、福岡市長からご挨拶を申し上げます。 

 

本日は第５回の審議会を開催いただき、また、昨年８月の諮問に対する答申を

頂戴いたしまして、誠にありがとうございます。 

答申にありましたように、市民のみなさまにとって、水道・下水道は生活にな

くてはならないものであります。一方で、水道・下水道事業の取組みは、市民の

みなさまから見えにくいものであります。しかしながら、市長として、しっかり

とみなさんに議論していただきました経営戦略に沿った事業構築、事業立案、そ

して執行に努めてまいりたいと思っております。 

今後とも引き続き、茨木市政に対しまして、ご協力賜りますことをお願い申し

上げまして、お礼の言葉とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

委員のみなさまにおかれましては、大変お忙しい中、この１年にわたり審議を

いただきまして、大変ありがとうございました。 

本日で審議会は終了となりますので、委員のみなさまから一言ずつご挨拶を頂

戴したいと思います。まず、仲上会長からよろしくお願いいたします。 

 

水道・下水道は生活に密着した非常に重要なインフラですので、経営戦略の策
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮内副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定は、茨木市だけではなく、日本全国で必要な状況になっています。特に、昨年

12 月６日の水道法改正で、水道の問題がマスコミ等で活発に議論されるなど、市

民にとって一番関心があるのは、水道・下水道の問題になっています。 

このような中で、大塚副市長にも毎回出席していただき、非常にすばらしい議

論ができ、全国的に照らしても高い水準の報告書ができたと自負しています。ま

た、パブリックコメントも 30 件近くいただき、市民の関心の高さを感じた次第で

す。どうもありがとうございました。 

 

経営戦略は、できるだけ分かりやすい内容・表現とすることを意識しました。

今後、給水人口が減り収益が減少する中で、施設の更新等の財源確保には、非常

に厳しい状況がございますが、水道事業ビジョンに記載されました今後の目標に

つきましても、経営戦略の計画期間内では経営目標の達成が可能であるという見

込みを示すことができたと思います。 

また、茨木市らしさを出そうということも話題になりました。投資面では、大

阪北部地震の時に大きな効果を発揮した、十日市浄水場の自己水を活用するとと

もに、配水系統間のバックアップ率を高めていく。また、救急病院等の重要給水

施設までの管路耐震化の大半も達成できるということに加えて、災害時給水にお

ける共助の取り組みが挙げられると思います。 

経営面では、資金残高と企業債残高のバランスを考えるとともに、計画期間の

後半では、次の計画期間に向けての資金確保にも配慮し、必要な投資と財源確保

のバランスが図られているなど、様々な検討の成果が得られたと思います。 

市職員のみなさん、本当に精力的にご検討いただきありがとうございました。

出来上がった経営戦略は、今後市民・議会の方々に十分に PR していただきたいと

思います。また、定期的にフォローアップの結果も公表し、想定した状況と変化

があった場合には、適宜修正を加えていただきたいと思います。 

 

下水道の専門家という視点だけではなく、一市民として茨木市の下水道の現状

と今後の展望がよく分かり、大変勉強になりました。 

まとまった経営戦略を進めるにあたり、特にご留意いただきたいことが２点あ

ります。 

１つは、下水道の耐震化です。昨年の大阪北部地震で、下水道は耐震化を常日

頃から進めていただいていたおかげで、地震直後もトイレが使えたということは

大変有難かったですし、茨木市の下水道の耐震化がかなり進んでいるということ

が分かりました。まだ耐震化の必要な箇所も一部ありますが、着々と進めていた

だければと思います。 

もう１つは、浸水対策です。昨年 7 月の西日本豪雨で、岡山・広島を中心に広

域的な被害がありました。茨木市でも 10 年確率降雨に対応した雨水整備率が低
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議 事 の 経 過 

発言者 議 題（案 件） ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

 

 

 

 

 

佐名川委員 

 

 

 

 

 

 

柴田委員 

 

 

 

 

 

 

 

八木委員 

 

 

 

 

 

 

 

松本課長 

 

 

 

 

 

く、ポンプ場も古いため建て替えなどの課題もあります。河川による外水排除と

ともに、下水道による内水排除をお願いします。 

国の動きを言いますと、西日本豪雨災害を鑑みて、平成 31 年から平成 33 年ま

での３年間、強靭化対策として、特に浸水対策に予算を配分する方針が示されて

いますので、茨木市におきましても活用を検討されるようお願いしたいと思いま

す。みなさまどうもありがとうございました。 

 

昨年の大阪北部地震で水道管の破裂や断水が無かったのは、行政の方々が頑張

って、着実に水道・下水道の管理をしていただいているおかげと、本当にうれし

く思いました。 

今後は人口が減っていく見込みで、水道料金の収入も落ち込んでいくでしょう

けれども、引き続き頑張っていただきますようよろしくお願いしたいと思います。   

どうも色々とありがとうございました。 

 

この場に参加させていただいたことを、とても感謝しております。職場の病院

で、患者さんや同僚と水道についての会話を積極的に行いましたが、みなさん水

道はありがたいと感じつつも、何となく当たり前にある存在だという認識でした。

この当たり前が、市職員のみなさんにご尽力いただいている結果であるというこ

とを、この審議会で勉強させていただきました。 

経営戦略に関わったことで、“茨木市はすごいんだよ！”ということを同僚たち

に今後とも伝えられたらと思います。今までありがとうございました。 

 

難しい内容でありながら、分かりやすい経営戦略ができたと思っております。

６月にあった震災のニュースを見ていると、漠然と水道や下水道に対する不安が

ありましたが、茨木市でどういう事業をされているのかを知ることで、日々の安

心感につながったと思っています。 

出来上がった経営戦略を、１人でも多くの市民に見ていただくことで、安心感

を持って過ごしていただけることに役立てられればと思っております。どうもあ

りがとうございました。 

 

会長・委員のみなさま、ありがとうございました。 

本日の会議録は、後日、市のホームページで掲載させていただきます。 

最後になりましたが、茨木市水道・下水道等事業経営戦略の策定につきまして、

長きにわたり、熱心にご議論いただきまして、本当にありがとうございました。 

今後とも、本市水道・下水道等事業の推進に格別のご高配を賜りますようよろ

しくお願い申し上げまして、審議会を閉会させていただきます。 

以上 
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